
 1 

!
太
平
經
鈔
&
卷
六
)
二
十
九
葉
表
四
行
目
2
三
十
葉
裏
九 

行
目
6 

二
〇
二
四
年
十
二
月
二
十
八
日 

担
当
+
山
田 

明
広 

 

!
１
# 

$
原
文
' 

1
著
東
壁
56
一
8
上
古
神
人
戒
弟
子
後
學
者
爲
善
圖
象
G
陰
祐
利
人
常
吉
M
其
功
增
倍
G
陽
善
者
M
人
即
相
冗
答
而
解
G
陰

1
善
5
者
6
二
8M
乃
天
地
諸
神
知
之
G
故
增
倍
也
G
積
德
者
富
M
人
愛
好
之
M
其
善
自
來
也
6
三
8G
人
之
所
譽
M
鬼
神
亦

然
M
因
而
祐
助
之
G
好
道
者
長
生
6
四
8M
乃
與
陰
陽
同
其
憂
M
順
皇
靈
之
行
M
天
地
之
性
M
得
其
道
理
G
故
天
祐
之
也
G
失

者
亂
天
M
不
好
善
人
也
6
五
8G
夫
求
善
以
善
M
無
可
怪
6
六
8G
學
以
仁
得
之
M
道
之
始
也
G
以
德
得
之
M
道
之
中
和
也
G
以

道
得
之
M
上
也
G 

 

$
校
勘
'
經
+�
太
平
經
�
卷
一
〇
〇
�
東
壁
圖
第
一
百
六
十
三
� 

6
一
8 

經
�
著
東
壁
� 

從
經 

6
二
8 

陰
者
+
經
�
陰
善
者
� 

從
經 

6
三
8 

其
善
自
來
也
+
經
�
其
善
自
日
來
也
� 

6
四
8 

好
道
者
長
生
+
經
�
好
道
者
長
壽
� 

6
五
8 

天
不
好
善
人
也:

經
�
故
天
不
祐
之
也
� 

從
經 

失
者
M
亂
天
M
不
好
善
人 

6
六
8 

無
可
怪
+
經
�
無
可
怪
者
� 
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東
壁
に
著
く
G
上
古
の
神
人
の
M
弟
子
M
後
の
學
者
を
戒
め
て
善
を
爲
さ
し
む
る
の
圖
象
な
り
G
陰
か
に
人
を
祐
利
し
て
常

に
吉
な
ら
し
め
ば
M
其
の
功
M
增
す
こ
と
倍
な
り
G
陽
か
に
善
を
な
せ
ば
M
人
即
ち
相
ひ
冗
答
し
て
解
け
り
G
陰
か
に
善
を

な
せ
ば
M
乃
ち
天
地
諸
神
之
を
知
る
G
故
に
增
す
こ
と
倍
な
り
G
德
を
積
む
者
は
富
み
M
人
之
を
愛
好
す
G
其
の
善
自
ら
來

た
れ
ば
な
り
G
人
の
譽
む
る
所
は
M
鬼
神
も
亦
た
然
り
M
因
り
て
之
を
祐
助
す
G
道
を
好
む
者
は
長
生
し
M
乃
ち
陰
陽
と
其

の
憂
ひ
を
同
じ
く
し
M
皇
靈
の
行
M
天
地
の
性
に
順
ひ
て
其
の
道
理
を
得
G
故
に
天
M
之
を
祐
く
る
な
り
G
失
す
る
者
は
亂

る
M
故
に
天
M
之
を
祐
け
ざ
る
な
り
G
夫
れ
善
を
求
む
る
に
善
を
以
て
す
れ
ば
M
怪
し
む
べ
き
は
無
し
G
學
ぶ
に
仁
を
以
て

し
て
之
を
得
る
は
M
道
の
始
な
り
G
德
を
以
て
し
て
之
を
得
る
は
M
道
の
中
和
な
り
G
道
を
以
て
し
て
之
を
得
る
は
M
上
な

り
G 
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東
側
の
壁
に
掲
げ
る
G6
東
壁
図
は
8
上
古
の
神
人
が
M
弟
子
や
後
世
の
道
を
学
ぶ
者
に
善
を
行
う
よ
う
告
げ
る
図
像
で
あ
る
G

密
か
に
人
を
助
け
利
益
を
も
た
ら
し
て
は
常
に
縁
起
よ
く
さ
せ
る
の
で
M
そ
の
功
績
は
二
倍
増
し
で
あ
る
G
あ
か
ら
さ
ま
に

善
を
す
る
と
M
他
人
が
す
ぐ
お
お
く
対
応
す
る
の
で
6
功
德
は
8
な
く
な
Ó
て
し
ま
う
G
密
か
に
善
を
す
る
と
M
天
地
の
諸

神
が
こ
の
こ
と
を
知
る
た
め
M
そ
の
功
績
は
倍
に
増
え
る
G
德
を
積
む
も
の
は
M
裕
福
と
な
り
M
人
々
は
そ
の
人
を
愛
し
好

む
G
そ
の
善
報
は
自
然
と
や
Ó
て
く
る
の
で
あ
る
G
人
が
称
賛
す
る
こ
と
は
M
鬼
神
も
ま
た
そ
の
よ
う
に
す
る
の
で
あ
り
M

し
た
が
Ó
て
助
け
る
の
で
あ
る
G
道
を
好
む
者
は
長
生
し
M
陰
陽
と
心
配
事
を
共
に
し
M
天
帝
の
行
動
や
天
地
の
本
性
に
沿

Ó
て
道
理
を
得
る
G
し
た
が
Ó
て
M
天
は
こ
の
者
を
助
け
る
の
で
あ
る
G6
道
を
8
失
Ó
た
者
は
天
を
乱
す
G
し
た
が
Ó
て
善

人
を
好
ま
な
い
G
そ
も
そ
も
M
善
を
求
め
る
に
当
た
Ó
て
善
の
態
度
で
臨
め
ば
M
と
が
め
る
べ
き
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
G

学
ぶ
に
当
た
Ó
て
仁
の
態
度
で
臨
み
仁
を
得
た
な
ら
ば
M
そ
れ
は
道
の
始
ま
り
で
あ
る
G
徳
の
態
度
で
臨
み
徳
を
得
た
な
ら
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ば
M
そ
れ
は
道
の
中
和
で
あ
る
G
道
の
態
度
で
臨
み
道
を
得
た
な
ら
ば
M
そ
れ
は
上
で
あ
る
G 
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〇
陽
善
・
陰
善
+ 

 

�
論
衡
�
雷
虛
�
且
有
怒
則
有
喜
G
人
有
陰
過
M
亦
有
陰
善
G� 

 

�
千
金
翼
方
�12
養
性
禁
忌
�
老
子
曰
M…

人
為
陽
善
M
人
自
報
之
G
人
為
陰
善
M
鬼
神
報
之
�G 

 

�
養
性
延
命
録
�6�
雲
笈
七
籤
�32

8�
人
爲
陽
善
M
正
人
報
之
G
人
爲
陰
善
M
鬼
神
報
之
G
人
爲
陽
悪
M
正
人
治
之
G
人

爲
陰
悪
M
鬼
神
治
之
�G 

〇
學
者
+ 

�
太
平
經
鈔
�
乙
部
卷
二
�
夫
學
者
各
爲
其
身
M
不
爲
他
人
也
G
故
當
各
自
愛
而
自
親
G
學
道
積
久
M
成
神
真
也
G
與
衆
絶

殊
是
其
言
也
G� 

〇
富
人
+ 

�
墨
子
�
非
儒
下
�
富
人
有
喪
M
乃
大
説
M
喜
曰
M
此
衣
食
之
端
也
G 

〇
與
陰
陽
同
+ 

 

�
莊
子
�
漁
夫
篇
�
聖
人
者
M
與
天
地
合
其
德
M
與
陰
陽
同
其
功
�G 

 

張
衡
�
髑
髏
賦
�6�
藝
文
類
聚
�8�
與
況
我
已
化
M
與
道
逍
遙
M
與
陰
陽
同
其
流
�G 

○
皇
靈
+ 

 

�
太
平
經
鈔
�
丁
部
卷
四
�
叩
胷
呼
天
感
動
皇
靈
M
使
陰
陽
四
時
五
行
之
氣
乖
錯
M
復
旱
上
皇
太
平
之
君
之
治
M
令
太
和
氣

逆
行
G� 

 

〇
中
和
+ 

 

�
禮
記
�
中
庸
�
喜
怒
哀
樂
之
未
發
M
謂
之
中
G
發
而
皆
中
節
M
謂
之
和
G
中
也
者
M
天
下
之
大
本
也
G
和
也
者
M
天
下
之

達
道
也
G
致
中
和
r
天
地
位
焉
M
萬
物
育
焉
G� 
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吾
本
少
學
而
不
止
M
精
神
念
之
M
涕
常
欲
下
G
爲
此
積
久
M
蒙
皇
天
大
恩
M
今
日
幸
得
逢
天
�
神
�1
師
5
人
於
曠
野
6
一
8G

始
學
若
虧
M
思
問
小
事
外
浮
華
也
6
二
8G
本
求
守
一
養
性
之
法
M
凡
三
百
首
M
乃
見
天
師
説
而
無
極
M
故
敢
問
身
寧
可
得
長

存
否
6
三
8G 
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平
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�
卷
一
〇
二
�
神
人
自
序
出
書
圖
服
色
訣
第
一
百
六
十
五
� 

6
一
8
今
日
幸
得
逢
天
神
人
於
曠
野
+
經
�
今
日
幸
得
逢
天
師
人
於
曠
野
� 

從
經 

6
二
8
思
問
小
事
外
浮
華
也
+
經
�
司
問
小
事
外
浮
華
也
� 

6
三
8
故
敢
問
身
寧
可
得
長
存
否
+
經
�
故
敢
問
身
寧
可
得
長
存
與
� 
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吾
れ
本
と
少
く
し
て
學
び
て
止
ま
ず
M
神
を
精
に
し
て
之
を
念
へ
ば
M
涕
常
に
下
ら
ん
と
欲
す
G
此
れ
を
爲
し
積
む
こ
と
久

し
く
し
て
M
皇
天
の
大
恩
を
蒙
り
M
今
日
幸
ひ
に
も
天
師
人
に
曠
野
に
逢
ふ
を
得
た
り
G
始
め
学
ぶ
に
虧
く
が
ご
と
け
れ
ば
M

小
事
を
問
ひ
浮
華
を
外
さ
ん
と
思
ふ
な
り
G
本
と
守
一
養
性
の
法
M
凡
そ
三
百
首
を
を
求
む
G
乃
ち
天
師
の
説
き
て
極
ま
り
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無
き
を
見
M
故
に
敢
へ
て
身
の
寧
ろ
長
存
を
得
べ
き
や
否
や
を
問
ふ
G 
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私
は
も
と
も
と
幼
い
時
か
ら
道
を
学
ん
で
止
む
こ
と
な
く
M
精
神
を
集
中
し
て
道
を
念
ず
れ
ば
M
常
に
涙
が
こ
ぼ
れ
落
ち
そ

う
に
な
Ó
て
い
た
G
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
長
年
続
い
た
と
こ
ろ
M
皇
天
の
大
恩
を
受
け
M
天
師
に
荒
野
に
て
遭
遇
す
る
こ
と

が
で
き
た
G
当
初
は
M6
天
師
か
ら
8
学
ぶ
に
当
た
Ó
て
自
身
が
足
り
て
い
な
い
よ
う
で
あ
Ó
た
の
で
M
小
さ
な
こ
と
を
質
問

し
て
う
わ
べ
は
派
手
だ
が
実
の
無
い
こ
と
は
除
外
し
よ
う
と
思
Ó
て
い
た
G
も
と
も
と
守
一
養
性
の
法
を
求
め
て
い
て
M
そ

れ
は
全
部
で
三
百
首
で
あ
Ó
た
が
M
天
師
が
際
限
な
く
説
く
の
を
目
に
し
M
し
た
が
Ó
て
自
分
の
身
は
長
存
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
か
ど
う
か
を
思
い
切
Ó
て
質
問
し
た
の
だ
G 
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〇
精
神
+ 

 

�
白
虎
通
�
性
情
�
精
神
者
M
何
謂
也
G
精
者
M
静
也
G
太
陰
施
化
之
氣
也
G
象
火
之
化
M
任
生
也
G
神
者
恍
惚
M
太
陰
之

氣
也
G
間
棇
云
支
體
M
萬
化
之
本
也
G� 

〇
精
神
念
之
M
涕
常
欲
下 

 

�
太
平
經
�
卷
九
十
六
�
念
之
者
M
心
也
M
意
也
G
心
意
不
忘
肝
最
仁
M
故
目
爲
其
主
出
涕
泣
M
是
其
精
思
之
至
誠
也
G� 
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子
爲
天
來
學
問
疑
M
吾
爲
天
授
子
也
G
願
聞
其
訣
意
G
以
何
明
之
也
6
一
8G
今
有
德
之
君
得
吾
書
M
心
解
行
之
M
與
衆
賢
共

議
M
以
化
凡
民
M
必
與
1
天
5
立
響
相
應
6
二
8M
是
其
明
證
也
G
吾
道
以
誡
成
M
不
設
僞
言
G
行
已
訣
矣
G
吾
含
此
道
久
6
三
8M

以
無
可
與
語
者
6
四
8G
天
冤
結
有
劇
M
病
變
不
絶
6
五
8M
此
其
悒
悒
不
通
6
六
8G
天
師
何
1
不
5
自
往
與
�
付
�
之
6
七
8G

�
曰
位
�1
位
次
5
不
當
也
6
八
8G
吾
1
位
5
職
在
天
6
九
8M
真
人
1
位
5
職
在
地
6
十
8G�
在
�
地
者
出
萬
物
6
十
一
8M

故
天
生
者
於
地
養
之
G
故
吾
傳
道
於
真
人
G
地
生
君
王
凡
民
萬
二
千
物
M
悉
得
陽
施
M
從
陰
中
出
G
故
子
得
傳
於
人
也
6
十

二
8G
子
以
吾
言
不
誠
信
也
G
夫
天
雖
有
所
出
6
十
三
8M
不
與
人
語
M�
情
意
同
�1
難
知
情
56
十
四
8G
吾
書
承
天
教
令
M
明

若
丹
青
也
6
十
五
8G 

 

$
校
勘
'
經
+�
太
平
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�
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〇
二
�
位
次
傳
文
閉
絕
即
病
訣
第
一
百
六
十
六
� 

6
一
8
以
何
明
之
也
+
經
�
以
何
明
之
也
G
其
以
又
明
之
云
何
哉
� 

6
二
8
必
與
立
響
相
應
+
經
�
必
與
天
立
響
相
應
� 

從
經 

6
三
8
吾
含
此
道
久
+
經
�
吾
含
此
學
久
矣
� 

6
四
8
以
無
可
與
語
者
+
經
�
無
可
與
語
者
M
故
不
得
以
時
傳
之
G
今
使
人
不
知
白
黑
M
其
過
在
吾
也
G
今
得
傳
真
人
問
M
誠

喜
甚
喜
G
比
若
春
得
登
臺
M
而
出
見
天
無
異
M
何
乎
哉
� 

6
五
8
天
冤
結
有
劇
病
變
不
絶
+
經
�
天
恐
結
有
劇
病
變
不
絶
� 

6
六
8
此
其
悒
悒
不
通
+
經
�
此
其
悒
悒
不
通
M
得
與
子
言
喜
也
� 

6
七
8
天
師
何
自
往
與
付
之
+
經
�
天
師
何
不
自
往
與
之
� 

從
經 

6
八
8
曰
位
不
當
也
+
經
�
位
次
不
得
也
� 

�
曰
位
�
從
經
改
爲
�
位
次
� 

6
九
8
吾
職
在
天
+
經
�
吾
位
職
在
天
� 

從
經 

6
十
8
真
人
職
在
地
+
經
�
真
人
位
職
在
地
� 

從
經 
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6
十
一
8
在
地
者
出
萬
物
+
經
�
地
者
出
萬
物
� 

從
經 

6
十
二
8
故
子
得
傳
於
人
也
+
經
�
故
子
得
傳
於
人
� 

6
十
三
8
夫
天
雖
有
所
出
+
經
�
夫
天
雖
欲
有
所
出
� 

6
十
四
8
情
意
同
+
經
�
難
知
情
� 

從
經 

6
十
五
8
明
若
丹
青
也
+
經
�
明
丹
青
也
� 
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子
M
天
の
爲
に
來
り
て
學
び
疑
を
問
う
け
れ
ば
M
吾
M
天
の
爲
に
子
に
授
け
ん
G 

願
は
く
は
其
の
訣
意
を
聞
か
ん
G
何
を
以
て
之
を
明
ら
か
に
す
る
や
G 

今
有
德
の
君
吾
が
書
を
得
M
心
解
し
て
之
を
行
ひ
M
衆
賢
と
共
に
議
し
M
以
て
凡
民
を
化
せ
ば
M
必
ず
天
と
立
ち
ど
こ
ろ
に

響
き
相
ひ
應
ず
M
是
れ
其
の
明
證
な
り
G
吾
が
道
は
誡
を
以
て
成
り
M
僞
言
を
設
け
ず
G
行
え
ば
M
已
に
訣
あ
り
G
吾
れ
此
の

道
を
含
む
こ
と
久
し
く
M
以
て
與
に
語
る
べ
き
者
無
し
G
天
の
冤
結
劇
有
り
M
病
變
絶
へ
ざ
る
は
M
此
れ
其
の
悒
悒
に
し
て

通
ら
ざ
れ
ば
な
り
G 

天
師
何
ぞ
自
ら
往
き
て
之
を
與
へ
ざ
る
G 

位
次
當
た
ら
ざ
れ
ば
な
り
G
吾
が
位
職
は
天
に
在
り
て
M
真
人
の
位
職
は
地
に
在
り
G
地
は
萬
物
を
出
だ
す
M
故
に
天
の
生

ず
る
者
M
地
に
於
て
之
を
養
ふ
G
故
に
吾
M
道
を
真
人
に
傳
ふ
G
地
は
君
王
M
凡
民
M
萬
二
千
の
物
を
生
じ
M
悉
く
陽
施
を

得
M
陰
中
よ
り
出
ず
M
故
に
子
は
人
に
傳
ふ
る
を
得
る
な
り
G
子
M
以
え
ら
く
吾
が
言
誠
信
ぜ
ず
と
G
夫
れ
天
に
出
だ
す
所

有
る
と
雖
も
M
人
と
語
ら
ず
M
情
を
知
り
難
し
G
吾
が
書
は
天
の
教
令
を
承
け
M
明
ら
か
な
る
こ
と
丹
青
の
ご
と
き
な
り
G 
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天
師
+�
あ
な
た
は
皇
天
の
た
め
に
來
て
道
を
學
び
M
疑
い
こ
と
を
質
問
す
る
の
で
M
私
は
皇
天
の
た
め
に
あ
な
た
に
6
教
え

を
8
授
け
よ
う
�G 

眞
人
+�
ど
う
か
そ
の
秘
訣
を
お
教
え
く
だ
さ
い
G
ど
の
よ
う
に
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
す
か
�G 

天
師
+�
今
仮
に
徳
の
あ
る
君
主
が
私
の
書
を
手
に
入
れ
M
会
得
し
て
そ
の
内
容
を
実
践
し
M
多
く
の
賢
人
と
と
も
に
議
論
し
M

そ
れ
に
よ
Ó
て
一
般
の
民
衆
を
教
化
し
た
な
ら
ば
M
必
ず
や
皇
天
と
た
ち
ど
こ
ろ
に
反
応
し
合
う
M
こ
れ
が
そ
の
明
確
な
証

拠
で
あ
る
G
私
の
道
は
誡
に
よ
Ó
て
で
き
て
お
り
M
虚
言
な
ど
は
含
ん
で
い
な
い
G
実
践
が
す
で
に
秘
訣
で
あ
ろ
う
G
私
は

こ
の
道
を
長
ら
く
抱
い
て
い
て
M
と
も
に
6
こ
の
道
に
つ
い
て
8
語
る
こ
と
が
で
き
る
者
が
い
な
か
Ó
た
G
皇
天
の
恨
み
の

凝
結
は
激
し
く
M
病
氣
や
異
変
が
絶
え
な
い
の
は
M
こ
れ
を
悶
々
と
思
い
M
解
消
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
�G 

眞
人
+�
天
師
は
ど
う
し
て
自
ら
6
地
上
に
8
赴
い
て
6
そ
の
道
を
8
与
え
な
い
の
で
す
か
�G 

天
師
+�
私
の
階
級
が
匹
敵
し
な
い
か
ら
で
あ
る
G
私
の
職
位
は
天
に
在
る
が
M
真
人
の
職
位
は
地
に
在
る
G
地
は
万
物
を
生

み
出
す
M
し
た
が
Ó
て
天
が
生
み
出
し
た
も
の
は
地
に
て
育
て
ら
れ
る
の
で
あ
る
G
よ
Ó
て
M
私
は
道
を
真
人
に
伝
え
る
の

で
あ
る
G
地
は
君
王
や
民
衆
や
一
万
二
千
種
も
の
物
を
生
み
出
し
M
す
べ
て
に
陽
気
の
作
用
を
受
け
さ
せ
M
陰
気
の
中
か
ら

出
さ
せ
る
G
し
た
が
Ó
て
M
あ
な
た
は
人
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
G
あ
な
た
は
私
の
言
葉
を
誠
信
で
な
い
と
思

う
で
あ
ろ
う
G
そ
も
そ
も
天
が
物
を
生
み
出
す
こ
と
が
あ
る
と
い
Ó
て
も
M
人
と
語
ら
な
い
の
で
M
そ
の
事
情
を
知
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
G
私
の
書
物
が
皇
天
か
ら
の
教
令
を
承
け
て
い
る
こ
と
は
M
丹
青
の
よ
う
に
明
ら
か
で
あ
る
�G 
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○
丹
青
+ 

�
太
平
經
鈔
�
庚
部
卷
七
�
吾
書
中
善
者
M
悉
使
青
首
而
丹
目
M
何
乎
G
吾
道
乃
丹
青
之
信
也
G
青
者
生
M
仁
而
有
正
G
赤
者

太
陽
M
天
之
正
色
G� 
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天
數
之
始
也
M
是
故
天
地
未
分
之
時
M
積
氣
都
合
爲
一
M
分
爲
二
M
成
夫
婦
G
天
下
施
於
地
M
懷
妊
於
玄
冥
M
字
爲
甲
子
G
布

根
東
北
M
丑
與
寅
M
始
見
於
卯
M
畢
1
生
5
東
南
6
一
8M
辰
與
已
G
垂
枝
於
南
M
養
於
午
G
向
老
西
南
M
未
與
申
G
成
�
與
�

西
方
M
日
入
酉
G
畢
藏
西
北
M
戌
與
亥
G
故
數
起
於
一
而
止
於
十
者
6
四
8M�
五
千
�1
十
干
5
之
始
6
五
8M
五
行
之
本
也
G

數
�
一
以
�1
以
一
5
乘
十
6
六
8M
百
而
備
是
6
七
8G
故
天
生
内
1
百
日
56
八
8M
故
畢
終
G
是
故
斗
建
於
辰
M
破
於
戌
G

建
者
立
也
G
故
萬
物
欲
畢
生
G
破
者
敗
也
G
萬
物
畢
死
於
戌
G
數
天
地
八
方
6
九
8M
十
而
備
G
陰
陽
建
破
M
故
以
此
往
來
復

其
故
6
十
8M
隨
1
天
5
斗
所
指
以
明
事
6
十
一
8G
吾
書
乃
爲
除
害
氣
M
故
�
曰
�
象
天
爲
法
6
十
二
8G 
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經
+�
太
平
經
�
卷
一
〇
二
�
經
文
部
數
所
應
訣
第
一
百
六
十
七
� 

6
一
8
畢
東
南
+
經
�
畢
生
東
南
� 

從
經 

6
二
8
向
老
西
南
+
經
�
尚
老
西
南
� 

6
三
8
成
與
西
方
+
經
�
成
西
方
� 

從
經 

6
四
8
故
數
起
於
一
而
止
於
十
者
+
經
�
故
起
數
於
一
M
十
而
止
G
十
者
� 

6
五
8
五
千
之
始
+
經
�
十
干
之
始
� 

從
經 

 

6
六
8
數
一
以
乘
十
+
經
�
數
以
一
乘
十
� 

從
經 

 

6
七
8
百
而
備
是
+
經
�
百
而
備
是
也
� 

6
八
8
故
天
生
内
+
經
�
故
天
生
内
百
日
� 

從
經 

6
九
8
數
天
地
八
方
+
經
�
數
從
天
地
八
方
�  

6
十
8
故
以
此
往
來
復
其
故
+
經
�
以
此
往
來
復
其
故
� 

6
十
一
8
隨
斗
所
指
以
明
事
+
經
�
隨
天
斗
所
指
以
明
事
� 

從
經 

6
十
二
8
故
曰
象
天
爲
法
+
經
�
故
象
天
爲
法
� 

從
經 
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天
は
數
の
始
な
り
M
是
れ
故
に
天
地
の
未
だ
分
か
れ
ざ
る
の
時
に
氣
を
積
み
て
都
て
合
し
て
一
と
爲
り
M
分
か
れ
て
二
と
爲

り
M
夫
婦
と
成
る
G
天
は
地
に
下
施
し
M
玄
冥
に
懷
妊
し
M
字
し
て
甲
子
と
爲
す
G
根
を
東
北
に
布
く
M
丑
と
寅
な
り
G
始
め

卯
に
見
え
M
畢
く
東
南
に
生
ず
M
辰
と
已
な
り
G
枝
を
南
に
垂
れ
M
午
に
養
は
る
G
老
に
西
南
に
向
か
ふ
M
未
と
申
な
り
G
西

方
に
成
り
M
日
M
酉
に
入
る
G
畢
く
西
北
に
藏
す
M
戌
と
亥
な
り
G
故
に
數
は
一
よ
り
起
こ
り
て
十
に
止
む
者
に
し
て
M
十
干

の
始
な
り
M
五
行
の
本
な
り
G
數
は
一
を
以
て
十
に
乘
ぜ
ば
M
百
に
し
て
是
を
備
ふ
G
故
に
天
は
内
に
生
ず
る
こ
と
百
日
に

し
て
M
故
に
畢
く
終
は
る
G
是
れ
故
に
斗
は
辰
に
建
ち
M
戌
に
破
る
G
建
は
立
な
り
G
故
に
萬
物
は
畢
く
生
ぜ
ん
と
欲
す
G
破

は
敗
な
り
G
萬
物
は
畢
く
戌
に
死
す
G
數
は
天
地
八
方
に
し
て
M
十
に
し
て
備
は
る
G
陰
陽
は
建
て
破
る
M
故
に
此
の
往
來

を
以
て
其
の
故
に
復
す
G
天
斗
の
指
す
所
に
隨
ひ
て
以
て
事
を
明
ら
か
に
す
G
吾
が
書
は
乃
ち
爲
に
害
氣
を
除
く
M
故
に
天

を
象
り
て
法
と
爲
す
G 
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天
は
数
の
始
ま
り
で
あ
る
M
し
た
が
Ó
て
天
地
が
ま
だ
分
か
れ
て
い
な
い
時
に
気
を
集
積
し
て
す
べ
て
合
し
て
一
気
と
な
り
M

分
か
れ
て
6
陰
陽
8
二
気
と
な
り
M
夫
婦
と
な
Ó
た
G
天
は
地
に
対
し
て
下
方
に
6
陽
気
を
8
施
し
M
北
方
に
て
懐
妊
さ
せ
る

が
M�
甲
子
�
と
い
う
呼
び
名
が
付
け
ら
れ
て
い
る
G6
万
物
の
8
根
を
東
北
に
延
べ
布
く
が
M
こ
れ
は
丑
と
寅
の
時
6
十
二
月



 6 

と
正
月
8
で
あ
る
G
始
め
卯
6
東
方
M
二
月
8
に
姿
を
現
し
M
す
べ
て
東
南
に
て
出
そ
ろ
う
が
M
こ
れ
は
と
辰
と
已
の
時
6
三

月
と
四
月
8
で
あ
る
G
南
方
に
枝
を
垂
れ
M
午
の
時
6
五
月
8
に
生
育
さ
れ
る
G
西
南
方
へ
と
成
熟
に
向
か
う
が
M
こ
れ
は
と

未
と
申
の
時
6
六
月
と
七
月
8
で
あ
る
G
西
方
に
て
成
熟
し
M
太
陽
は
酉
の
位
置
6
八
月
8
に
入
る
G6
万
物
は
8
す
べ
て
西

北
に
て
貯
蔵
さ
れ
る
が
M
こ
れ
は
と
戌
と
亥
の
時
6
九
月
と
十
月
8
で
あ
る
G
し
た
が
Ó
て
M
数
は
一
か
ら
始
ま
Ó
て
十
に

て
終
わ
る
も
の
で
あ
り
M
十
干
の
始
ま
り
で
あ
Ó
て
M
五
行
の
根
本
な
の
で
あ
る
G
数
は
一
を
用
い
て
十
に
か
け
て
い
く
と
M

百
に
な
Ó
て
完
備
す
る
G
し
た
が
Ó
て
M
天
が
そ
の
中
に
物
を
生
じ
て
百
日
間
す
る
と
M6
そ
の
物
の
生
は
8
す
べ
て
終
わ
る

の
で
あ
る
G
し
た
が
Ó
て
M
北
斗
七
星
は
辰
6
三
月
8
に
立
ち
M
戌
6
九
月
8
に
敗
れ
る
の
で
あ
る
G�
建
�
と
は
�
立
�
の

こ
と
で
あ
る
G
し
た
が
Ó
て
M
万
物
は
み
な
生
ま
れ
出
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
G�
破
�
は
�
敗
�
の
こ
と
で
あ
る
G
万
物
は

み
な
戌
6
九
月
8
に
死
ぬ
の
で
あ
る
G
数
と
は
天
地
八
方
の
こ
と
で
あ
Ó
て
M
十
に
至
る
と
す
べ
て
備
わ
る
G
陰
陽
は
立
Ó

た
り
敗
れ
た
り
す
る
M
し
た
が
Ó
て
M
こ
の
よ
う
に
往
来
す
る
こ
と
で
も
と
に
戻
る
の
で
あ
る
G
北
斗
七
星
が
指
す
と
こ
ろ

に
従
Ó
て
事
物
を
明
ら
か
に
す
る
G
私
の
書
物
は
そ
の
た
め
に
害
気
を
除
く
G
し
た
が
Ó
て
M
皇
天
を
な
ぞ
ら
え
て
と
法
と

し
た
の
で
あ
る
G 
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○
玄
冥
+ 

�
白
虎
通
�
五
行
�
時
為
冬
M
冬
之
為
言
終
也
G
其
位
在
北
方
G
其
音
羽
M
羽
之
為
言
舒
M
言
萬
物
始
孳
G
其
帝
顓
頊
M
顓
頊

者
M
寒
縮
也
G
其
神
玄
冥
M
玄
冥
者
M
入
冥
也
G
其
精
玄
武
M
掩
起
離
體
泉
M
龜
蛟
珠
蛤
G� 

 


